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地力試驗實施法正誤表

頁 行 誤 正 頁 行 誤 正

1 25 地方試玲 地力試験 17 3 Limiting Limiting

1 27 地方試驗 地力試驗 17 8 憐酸は必耍なく、 抹役

1 32 實行方決 實行方法 21 31 (含有物) (含水物)

2 22 である である。 21 38 Monocoalcium Monocalcium

2 28 5 21 38 -•Phosphate •••phosphate

3 36 穫類 21 42 CaO,P2()6 CaO：P2OS

4 4 ブコツク ブロツク 22 〇
遊酸硫酸 遊離硫酸

4 19 效殘試驗 殘效試驗 22 3 CaH4(POo)2 C" IK心)2

6 10 Mothod Method 22 5 ••Soluble •••soluble

7 15 〜16 本方法書ミ雖い 22 5 -■phosphoric •••phosphoric

... ない〇又、 抹殺 22 8 Citrate Citrate

8 8 (枠內は 枠內は 22 8 —Soluble •••soluble

8 14 各驗試區間 各試験區問 22 8 -•Phosphoric -•phosphoric

9 5〜G にXる による 22 10 二趣類の ・ 二種類な

9 31 (〇^4?2〇5)2 C”H4304)2 22 11 -•Phosphoric -phosphoric

9 34 過燐酸右灰 過憐酸石灰 22 18 植土 埴土

9 34 CaH4(PO4)2 不耍 22 23 -Sulphnte -•sulphate

11 4 る。 る〇 22 23 ••• Potash -potash

11 5 である である。 22 27 45.91% 45.96%

12 19 施するのに 施すのに 23 G C«lc.iuin Calcium

14 14 誤差さを 誤差を 23 6 Bydrovide •••hydroxide

15 38 變異性 異質性 23 18 消酸石灰 消石灰

16 2 荐了後 終了後 23 19 〇・ c.
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ー、緖 言,

試驗結果の信頼性の檢定について

戦後、民冇林、國有林を問わず、造林事業が焦眉の急となってゐる。戰時及戰後を通じて、過伐或いは 

亂伐の爲に裸地となって放置された伐跡地の更新は、瞬時もゆるがせに出來ない急務であって、國家に於 

いても助成金を出して之を强力に實行せしめんとしている現况であるc送林の實行が行なわれにくかった 

理由は多々あるであらう。然しながら、勞カの問題、或いは資金の問題が、遂次解決:されつゝあるにもか 

かわらず、山行苗木については依然として隘路があることを痛感する。養苗に際しては、病虫害、特に根 

切虫とスギ赤枯病の問題は依然として苗畑の惱みの袱であり、又一方、肥料の問題は、戰爭以來近年迄は 

非常に不自由な狀態にあり、最近、大豆粕を除いて販賣肥料の統制が撤廢されたため、ー應解消したかに 

見えるが、苗畑に於ける施肥技術は樱めて幼稚なもので、十年一日の如く、從來の慣習と經驗とに賴って 

いるミ言っても決して過言でない。然し乍ら、育苗の目的は、山地植栽に適した强健な苗木を養成するこ 

ミにあり、股業以上に集約的な經營を行う苗畑に於て、土壤及び肥料に關して無關心であり碍ないのは當 

然である。又、經濟的に含理的な育苗技術も必要である。具休的には、單位面積當りの播種松床替本數 

の決定、播種方法、床替方法等に關し、一般的な取扱いの外に、各苗畑獨特の技術が必耍であり、又、施 

肥についても同樣のこミが言えるのである。ところが、施肥の問題は、その重要性に比し最近迄は比較的 

鄭!視されて來た傾向にあり、只、慣習的に經驗と觀察によって行はれて來て居り、最近、漸く施肥の問題 

が大きく叫ばれる樣になったが、 各苗畑に於ける施肥の科學的根摭となる資料が無い現况である。

本書は、苗畑經營の基礎的な一面である、苗畑の地力の判定に關する試驗方法について記述したもので 

ある。 f冬著が、淺い經驗にもかゝわらず本書を記述した目的は、苗畑經蓉に當る責任者及び現場の實行者 

逹が、個なの苗畑に於ける、窒索(N)燐酸(P^OQ加里(K,〇)が、どの程度有効性の肥料成分とし・て. 

存在し、それが-苗・木の成育に對してどの樣に•影響があるかを調査する方法を理解して、夫々の苗畑に於け 

る肥料三要素の天然供給如:を、事業實行の片手間に手輕に試驗調査し、その苗畑の地力の判定を、自ら下 

す上に參考ミなればと考えた,からである。土壤の化學的分析による三要素の含有量は、多くの苗畑に於て 

は、摂業關係の試驗埸或いは學校等に依頼されて判明している樣であるが、土壊の化學的分析成績より、 

直ちに適正な施肥底を算定するこミは出來ない。問題は、植物によって直ちに吸收利用し得る形態の肥料 

成分が、どれ程,土壊中に含まれているか、更に土壤中の肥料要素の天然供給蛍が如何程含まれているか 

とゆうことである。これを調査する方法としては、地方試驗が土壊の化學分析よりも安全確實な方法とし 

て、農業方面では從來より農林省の助成事業として行はれて來たのである。

地方試驗は「三要素試驗」と言うのが正しい。肥料を施用し、苗木の成育狀態を調査する点、あたかも 

施用した肥料・の肥効を調査するのが目的の如く考へられるが、三要素試驗は、土壊中に天然に含まれた尊 

効性肥料成分の多少を判定すると共に、之を施肥の基礎とすることが出來、更に次の段階の肥料訣驗を行 

う資お卜を得ること'なる。

筆者は、この2—3年、自ら三要素試驗を行って來たが、以下その際經驗しWことを基に三耍素試驗の詳 

細な實行方決を述べ、現場の.・苗畑擔當者の參考に供しようと思う。

尙、文中、⑴•……は、卷末の文献中、引用したものの番號である。
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二、肥料試驗の槪耍

本章に於いては、本「業務資料」の內容を理解する上に必要と思料される一般的な肥料試驗の大要を記 

述する。即ち、本卓は第三章以下の基礎となる事項の說明である。

I肥料試驗の種類⑴⑵

肥料試驗の種類は多種多樣であるが、その主なるものを舉げれば次の樣である。

1. 三要素試驗(地力試驗)
或る土壤が、肥料三要素の申、いづれに最も缺乏しているカ、、またはいづれの成分炉最も多:址に含まれ 

ているかを知るため(定性的)、又は、或る土壤中に、どの程度の生産をあげ得る成分量があるかを知る 

ため(定量的)の試驗であって、土壤の生産力を判定する上に極めて垣要な試驗である。

2. 三要素適量試驗(三要素用虽試驗)

この試驗は單に適蛍試驗、或いは用・試驗とも云はれている。要するに、施用すペき肥料要索の最適洗 

を、植物を栽培することによって正確に知らんミすることがこの試驗の主眼である。1・より施用虽を幻:定 

するには、後述する如く理論的な計算が必要であるが、三要素適量試驗の成績からは、直に施肥•底を簡电’ 

に計算することが出來るのであるから、この点•から云へば三要素試驗よりも重耍であるとも・□・えるのであ 

るが、肥料試驗に未解決の分野の多い林業に於いては、三要素試驗を行った後、本試驗を行う辜が必耍で 

ある。

3. 肥效試驗(同質肥料肥效比較試駿)
同一形惩の肥料成分を含有する多數の肥料の效果の優劣を比較する爲の試驗である。例えば、窒素を含 

有している肥料の種類は非常に多いが、或る特定の植物、或るいは特定の苗畑の土壤には、どの肥料が凝 

も有効であるかを知る必要がある〇そのためには肥效試驗を行うのが最も有利である。

4. 同價試驗(肥料經濟試驗)-
同一價格の肥料を與えて植物を栽培し、最も安價にして最も右効な肥料を決定する爲に行う試驗である 

例えば、魚肥が、窒素肥料として苗木の成育に最も冇效であるとしても、窒素の價格からみれば安價と云 

えないことがある〇即ち、經濟的に冇利でない場合がある。これに反して、苗木の成育ぼ魚肥に劣つて第 

2位にあるが、市價が安い爲に、經濟的には甚だ安價で有效な肥料があると言うこともあるであらう。即 

ち、肥效試驗に於いては、經濟的條件に關係なく、肥料の優劣が判明するのであるから、肥效試驗に於い 

て最も優良的な肥料であっても、經濟的に冇利であ?>とは即斷できないのである。

づ施肥法試驗

ある肥料を最も有效に施用する方法を見出す爲の試驗である。この試驗は、その內容が甚だ豊富である 

が、その中の二、三の項目を舉げれば次の如くである。

I全部を元肥として施用する場合の肥效

a・豫め施用しておく場合

上播種又は床替と同時に施用する場合

n追肥として施用する場合の肥效

a・追肥の時期との關係 ・

-c•追肥の回數との關係

m豫め腐敗醱酵せしめた後施用する場合の肥效

6•連用試驗
同一肥料を、同一土壤に、長年施用した場合に於ける效果の變化を知る爲めの試驗である。

7•殘效試驗(肥效持續試驗)

前植物の栽培に施用した肥料成分が,その後栽培する植物に對して、どの程度に存續するものであるカ、 

を知る爲の試驗である。

(2)

!肥料試驗法の稱類°>⑵05)

肥料試驗法は、試驗の樣式により普通次の3種に區別される。

1•ポット戒驗

作物を磁製、亜鉛製、硝子製などの容器で栽培する方法である。代用品として用いられるのは、植木鉢 

•タンツボ、パラブインカゴ等であるが、正式の容器として使用されるのは、ワグネル・ポット及びミッチ 

エルリッヒ。ポットであって、この二者の中でもワグネル・ポットが、我々の眼にとまる機會が多い樣であ 

る。このポットは、ワグネル氏の考案にか、るものであって、磁製または亞鉛製、有底で、その內徑は8.' 
寸、深さ1.1尺の間、筒.であって、外側の下部には髙さ約4寸の灌漑氷管があり、內部の底面には排水管があ 

る。このポットの面憐は、1アールの2,000分:である。

2••框(カマチ)試験

一定の面積を冇する無底の木またはコンクリートの框を、圃場に埋沒して行う試驗である。木またはコ 

ンクリートの代りに、亞鉛製框または亞鉛製回筒を用うる場合もあり、土管を使用する場合もある。框試 

驗に於ける[つの試驗區(Plot)の面核は、多少の例外を除いて100分の1アール乃至20Q分の1アールの 

範圍內にあり、我が國に於ては、內徑3尺の正方形、即ち120分の1アールの面積が多く用いられて來て 

いる〇

3.兩埸試驗
圃場に適當な處削を設けて行う試驗である〇圃埸試驗は現地に於ける試驗であるから、外的條件はすべ 

・て农も自然的である。從ってこの試驗の成績は直ちに實行に移すことが出來る。面積は鷹い程誤差が少く 

實際的であるが、調査管理などに多大の不便を伴うから、事情の許す限り小面積が望ましい。小標本の統 

計理論によって適正に設計された試驗區の大さは、アメリカに於いて、!試驗區は10分の1エーカー乃至 
1000分の1エーカーである。即ち、高度に機械化されたアメリカの農業に於いて、標準耕作懺を使用する 

試驗の1試驗區の大さは普通％〇エ1カー(約465m2)から・〇〇エーカー(約47m2)であって、小試驗を 

行う苗床區(NurseryPlot)の面積は、Im?ぐらいの廣さしかないのである。

又、作物根が繁茂する媒質(Medium)により、次の3種にわけられる。

1. 水耕法試驗
作物の根を下す媒質が水溶液である場合、水耕法試驗ミ言う。

2. 砂耕法試驗
作物の根を下す媒質が砂である場合を言う。

3. 土耕法試驗
作物の根を下す媒質が土壤である場合を言う。

皿肥料試驗實施上の一般的注意⑴(2) us>

]•肥件試驗を行う者の、第一番に注意しなければならないことは、數種の試驗目的を混淆して試驗だ行 

ってはならないと云うことである。言いかえれぱ、試驗の結果は、ただ試驗しようとする唯一つの原因か 

ら起る様にしなければならないQ決して他の原因の影響を被る様なことがあってはならない。

2. 標準區を設ける事である。これは試驗精否を判定する基準になるのであるから如何なる試驗に於ても 

必ず設けなければならない。標準區さなる試驗區は試驗の硬類によって異り、無肥料區が標準になる場合 

もあり、各肥料要素を充分に施用した完全區が標準になる場合もある。標準區を設けない試驗、例えば或 

る方法による甘諸の栽培を行つた結果、その收虽が、前年、他の方法によって得た收量よりも多い、と云 

った試驗は、所謂' 百姓試驗であって、何等價値を有しないものである。

3. 試驗區をなるべく多くすること。肥料試驗に於いては、目的以外の條件はできるだけ均ーにしなけれ 

ばならないが、天候の如き自然的條件や作物品甲Iの純系の系呈度などによっても試驗結果に誤差を生するか 
ら、これ等の誤差をできるだけ排除する樣にし%:ければならない。更に大きな自然的條件として、土壤の

(3)



異質性CSoil Heterogeneity)を舉げることが出來る。即ち、耐場での土壤の生産力の点で、ほとんどの場合 

ー樣でないという事實である。これ等の誤班を除くには試驗區の數を出來るだけ多くすることである。又 

聯數を多くすることである。Block (聯)とは、異った幾つかの品種あるいは處理の試驗區を比鮫すると 

した場合、その數被の品種或いは處理が1つづゝ含まれる1つの區域を3・う。從って1つのブコツクは幾 

つかの試驗區にわかれ、その各々の試驗區には1つの品種が入っているか、1つの處理が行はれているこ 

とになる。

2聯制或いは5聯制と云えば、こtのアロックが2回或いは5回反復されることであり、この場合同一の 

試驗區は2つ或いは5つ設けられるのである。

4. 適當な土壤を用うること。例えば、窒素肥料の肥效を檢定する場合に、窒素成分に’莅む土壤を用うれ 

ば、窒素肥料を施用しなくても施用したのと大差のない結果が得られるから、正確な判定を下すことがで 

きない。之に反し、窒素に欠乏している土壤を用うれば、窒素肥料の效果がはっきり現われるから、正確 

な判定を下すことができる。

5. 施肥:"の適正を期1する事。一般に框試驗は圃場試驗よりも、又、ボツト試驗は框試驗よりも施肥虽を 
增さなくてはならない。試驗すべき肥料成分以外の成分を同祿に施用する場合には、各試驗傾平等に、且 

不足しない樣に施しておかなければならない。例えば窒素成分(N)に關する試驗では、窒素以外の燐酸 

(P2Q.5)加里(K2〇)石灰(以〇)等につりては、不足しない様に施さなくてはならない。しかしながら 

過量に施・す時は却つて作物の成育を害するから、その適並については大いに注意しなければならない。

6. 殘效を檢牢すること。肥料の效果は第1年目にとでまることもあれば、第2年目に及ぶこともある。• 

試駿の種類、目的によっては效殘試驗を行うことが必要である。

7. 病虫害の防除に努める事。病虫害の發生しない様努める。若し發生をみた場合は試驗に支障を來たさ

ないよう、努めて防除する。 .

8. 氣象に注意すること。作物の成育如何は天候と密接な關係をもっているから、肥料の效果の上にも亦 

大きな影響を及ぼすものである。故に肥料試驗を行うに當っては、試驗期間中の氣象狀態を訓査しておい 

て、正確な成績判定の資料にする。

9. 試驗成績の判定は公平である事。試驗成紐を判定する埸合には、絶對耳公平無私でなくてはならない。 

少しでも勝手な解釋や偏った取扱いがあってはならない。

10. 試驗區、供試作物、收穫物等には互に連絡ある記號をつける事。試驗中の成育調査、收设調査等を四 

違いなく進行させる爲には試驗區は勿論、供試作物・收穫物等には確然とした、しかも互に連絡のある記 

號をつけておかなければならない。

11. 試驗に關する事項はすべて手帳につけておく事。試驗に丽する事項は、土壤、肥料、作物の成育、

收蛍等に關する事は勿論であるが、病虫害,氣象等に至るまで、すべて手帳に記入しておき、決して記憶 

にまかせておいてはいけない。 /・

以上が試驗實行上の一般的な注意の大要である。肥述した各項の說明は若干抽象的であるが、具休的な 

注意事項については次章に於いて述べる。

(4 )

三、三要素試驗の方法双實行上の注煮

I「三要素試驗」方法書の一例°65 *

A・目 的

土壤の苗木に對する窒素(N)燐疫(P203)加里(K2〇)の天然供給最の多少及び其の割合を知るた

めに行うものである。別名「地力試驗」とも云う。 •

'B•試驗方法 .

]•試驗區域の設定

苗畑の橈車になる場所を選定して試驗優域を設ける。其の場合、試驗區域內の土壤養分、深淺等は・な 

るべく均一でなければならない。’試驗區域はなるべく深く耕耘して起伏をならし、地表面がー樣てなる樣 

によく聰地する。 •

2. 木枠(キワク)の設定 、

面白Hm2深さ0.3〜0.5mZ5無底の木枠を作り、これを木枠の上部が地上に5cmだけ現はれる樣,こ土中に埋 

める。木枠內の土廉は特に良く耕耘して土塊を打(！辛き、大きな石礫.雜草の根等は綿密に取り除いて均ー 

にする〇各試驗區の間が0.5m以上離れていれば木枠は用いなくてもよい〇

3. 土壤の消毒

試驗湛域が、以前桑畑であったり、廿捲を作ったりした所では.土慶を豫め消毒する。消毒にはフォル 

マリンを使用する。如ち、市販のフォルマリン(フォルムアルデヒドを35〜40%含有する)を水で5〇〜10 
〇儕に稀釋してIm噺り4〜8L施與する。その方法は、床地を充分锄き起し、少なくとも床替の7日(温暖の 

候)乃至14日前(寒冷の候)に弊器を以て土壤を W しながら、地下に充分藥液を滲透せしめる。•藥液 

撒布後は地表を均らして鎭1Iし、進等で被授して1〜2日間放置する。その間にフォルマリン瓦斯(フォル 
ムアルデヒド)•が充分土粒間に滲透するから、そこで被覆を除き時々土壤を働き返えしてフォルマリン瓦 

斯を揮發せしめて後床替する。(播種床に對する試駿を行う時は、前作の如何に拘らず消毒する。)

C•肥料設計
次表の様に5個の試驗區を股けて施肥する。

各肥料耍素の[奇當り施肥最

窒素を硫安(N：21%)燐酸を過燐酸石灰(P205：16%)加里を硫酸加里(も〇:48%)で施肥すれば、

試驗區別
施肥RIm2當リ(g)

備 考
窒素(N) 燐酸 

(PsOc)
加里 
(K：>O)

(A)無肥料區 地力の!大小を判斷する資料ミなる

(B)無窒乗旭 10—15 8～12 苗木中の窒素成分は天然供給による

(〇無燐酸祖; 12—18 8—12 苗木中の燐酸成分は天然供給による

(D)無加里賦 12—18 1〇〜15 苗木中の加里成分は天然供給による

| (E)三耍素瓯 12～18 1〇〜15 8—12 無肥料區どの差は施肥による冷加でおろ

各肥料の1】が當り施肥量

各區の施肥・量は次表の様になる。

施 肥 (g)
備 考試驗區別 毓安 過燐酸 硫・加里

(A)•無肥料區 (A) (B) (C) (1)) (E)の各®ニ炭酸石灰5〇〜100g宛施用する

(B)無窒素區 62 〜94 17—25

(C)無牌酸應 57 〜86 17—25

(D)無加里區 57 〜86 62 〜94

(1¢)三耍索M 57 〜86 62 〜94 17 〜25

(5)



硫安、硫酸加里は、本表に示した所定址を水に洛解して一樣に撒布し、地表下15cm位の深さまで各肥料 

が充分に均等に行きわたる様に耕耘をる。

過燐酸石灰は水に溶解し難いから、よく打碎いて細粉とし、ー樣に撤布し地表下15cm位の深さまで充分 

に均等に行きわたる樣に耕耘する〇

炭酸石灰は硫安同様水に溶解してー樣に撒布する。但し硫安施用の少なくとも一週間前に施用する。

前二表に示した各試驗區(A) (B) (C) (D) (E)の各區每に5個の木枠を設置する。⑴即ち、合計25個 

の木枠を設置し、その配列は次圖の樣に何れの列、何れの行にも同一試驗區が必ず1個あり、而して1個以 

上ない樣にする〇⑵

註(1)5聯制という。

(2)此の方法をラテン方格法Latin Square Mothodと云い、推計學による試驗結果の取ま 

とめに必要な試驗區設定法である。

試驗區配列圖

■  hWh 

D.養苗管理
スギ、アカマツ、クロマツ、カラマツは16本、ヒノキは20本、從來苗畑で行つている方法で植栽する。

苗木は全重量及び幹長(地上高)が標準的のもので、形態の出來るだけ均勢のミれたものを揃える。更 

にこれ等の供試苗木は、各苗木、各區を通じて均一性を帶びていることが必要である。(例えば、スギ滿 

1年生苗木については全重量2〜3g、幹長7〜10cmの範圍にあり、且、地上部、根系共に形態的に均勢のと 

れたものを植栽する。)

養苗の際、旱天が續いて土壤の乾燥の爲に苗木の損む恐れのある時には、早朝又は夕刻、如露で灌水し 

て試驗に支障を來さ.ぬ樣注意する。萬ー、菌害、虫害に罹った時には、出來るだけ子・期に發見して被害の 

擴大しない様努める。根切虫等に依る被害は、碓肥前に枠內を耕耘する時、幼虫を1匹と雖も殘さ・ぬ様に 

驅除して防ぐ。尙それでも被害の見える時には三硫化炭素(CS2)を点摘する。その他、除草等は特に丁 

寧に實行する。

尙、5月中旬頃より、月2回ボルドー液を扌散布する。

E•調査事項
先づ植栽時に、各苗木の全重虽、幹長(地上高)を測定する。次に秋季成長停止を俟って全苗木を掘取 

(6).

り下記加項を調査する。掘取りに際しては、細根と雖も成る可く切断しない様、特に周到な注意が必要で 

ある〇

!全電景及び、幹根別重裁(g)
H根際直徑(mm) .•
Q幹長(cm)
腿根長(cm)
V T/R 率 ・

V!地上部及び根系の外部形態、色調等

VI!其の他、病虫害による損傷の冇無忠、特に觀察される事項

尙’1ヶ月何に幹長、根際苴徑を測定すれば、苗长の成育の過程を知る事が出來て、當該苗畑に於ける 

供試樹昶に關する限り、追肥専期決定の參考資料になる。

又、虫’客、菌害その他う異狀、氣象、ポルドー液の撒布、除草等についてはもれなく記錄しておく。

これは、成覆闭定の參考資料となり、且、豫期しない隙な結果が生する事もあって、今後の試驗或いは事 

業の參考となる爭がある。

以上が林業試驗埸より备支場宛示さ!以こ方法・つ全文である。勿論、本方法冲と雖も完全なものではな 

い。又、本方法普は、一般的な基準として記述された.ものであり、苗畑は夫々異った特性を有し、それに 

從って本方法Kに適宜若干の修正を必要とする場金がある。

筆者は、大阪’詩林局鈴鹿苗畑及び魚山營林署住吉苗畑の一部を借用して三要素試驗を實行して來たが、 

試驗点行,て基く經驗と觀察とを織り込んで、次節に於ては本節に記載した方法書を、項を追って詳細:こ說 

明する事とする。 .•

！三要素試驗實行の具体的方法及び注意

1.試驗區域の設定。り(⑶

'三芟素就験を’代行する上に先づ問茜となるのは、地んの均齊な個所を選擇することである。即ち、試驗 

を實行せ•んとする苗畑の最も標準と思われる個所を試驗區城として設定すべぎであって、若し一つの苗畑 

內に於いて、明らかに地力が異なる事が、苗木の成育等によつE肉眼的に判明している場合には、已むを得 

なければ當該苗畑を代表しているミ思われるー個所を獄驗區域とするが、二個所或いはそれ以上の個所を 

試驗區域として設定することが望ましい。Iに於いて述べた如く、本試驗は一試驗區域100m2あれば良い 

のであるから、林業苗畑に於いては、試驗の爲に面積を削く事も、あまり困難ではないと思う。又、新し 

く開墾した苗畑‘で新規に事業を始めたばかりの處では、養苗中の觀察は行われていないから、試驗區域の 

設定には一層の注意が必耍である。即ち、平坦で表土が外見上均齊に見えても、心土に倾きがあれば地力 

に差が生じるものである。從って此の樣な場谷には、數個所を選んで試驗區域を設定するさか、或は1ヶ 

年間,事業を實行した上で就驗ことりかゝる様にすれば、地力の不均齊による誤差は比際勺まぬがれるも 

のである〇

2.試驗區の設計・ 

以上の様にして、苗畑における標準と思われる場所を選定しても、尙且、嚴密に言えば地力の不均齊は 

まねがれ得ない。この地力の不均齊に對處し、同時に小標本理論に適する圃昜哉驗(廣羡の)の統計學的 

分折にたえ得る樣に、試驗區を設計する中で股も簡垠なものが、ラテン方格法Latin Square Method及な 

亂塊法 Randomized Block Method である〇

(第1圖及び第2圖參照)

⑺



第2圖 ラテン方格法の1例
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ラテン方格法は、全試驗區が必ず1ヶ所にまとまつでいなければならないのと、その區域の形は大体正 

方形の所をえらばなければならない制約があるかわりに、亂塊法よりも精度は20%以上も高くなるのであ 

る。

3.木枠の設定 。”均

ラテン方格法に於いて、各試驗區の距離と間隔は一定でなければならない。その幅は木枠の埋没、植伊、 

施肥、その他養苗管理上Im位が適為である。尙、框,淆•勅こ於いて注:成すべき事項は排水及び乾燥について 

である。表土が淺くその下に不透層があり、雨司:が多い場合には、枠內は特に排水が悪く、遂に根腐れを 

起したり、或いは他の病害の發生の原因となる場合が多い。反對に半天の續く埸合には(枠內は異常に乾 

燥する場合がある。特に、試驗區に植栽する苗木の植栽密度は普通の施業地に比し極めて少いから、植付 

の當初、旱害にかゝる場合が非常に多い6此の株な埸合には、枠內にモミガラ、切糖等を撒布して被害を 

防止すべきである。それで、以上の欠点を除くため、或いは經費その他の關係で木枠を用うることが不可 

能な場合には、之を省略する事もよい。框を理没しない埸合は囤場状驗となり、面積は稍々小さすぎるき 

らいはあるが、林業苗畑の經營の集約度を勘案して不口然ではなく、又、篆者の經驗によっても、試驗桔 

果に現はれる影響は認められない樣である。此の場合も、各驗試匿間の距例間隔は、〇・5m離れておれば隣 

接,波驗區との影響は無いが、先に記述した理由によりImとするのが適當であろう。

三要素試驗の試驗區は、次の如く 8極の試驗區を設けるべきであるが、多くの場合、窒素・燐酸、加里 

の各單用區を省き、殘りの5區について實施するの炉普通である。

. 1•無肥料區 5.無窒素區(燐酸、加里區)

2. 窒素單用區 6.無燐酸區(素窒•加里區)

3. 燐酸單用區 7.無加里區(燐酸、窒素區)

4. 加里單用區 8.三要素區(完全區)

4.病虫害の防除

I.病害の防除

a・選苗上の注意

試喩期罚中、病害によって苗木を枯損させる事は、試驗結果を取まとめる上に大きな影轡を與えるもの 

であるから、特に注意を拂う必要がある。選苗の基準は旣に方法書に於いて述ペ、又後述もするが、罹病

(8)

苗木は絕對に供試苗木としない樣、選苗の際には細心の注意を拂い、特に肉眼的に發見の比較的可能な赤 

枯病に罹か'ている苗木は、絕對に供試洲・木とする様な事があってはならない。

b・ 土廉わ消寿(8) 3)
土壤の消毒は、土壤內に棲息する病原菌廠によって惹起される立枯病を後防する爲に行うものである。

立枯病の防除の的確な方法は未だ確定されていないが、比岐的容易に行はれる防除法としては、藥劑にへ 

る土壤消毒を行い、土壤中の病原微生物の發生を阻止し、或いは殺滅する方法である。•この方法中最も簡 

易に實行出來るのは、フォリマリン及びクロ ールピクリンによる消毒である。フォルマリンに依る消温は 

方法・に記述したから省略するが、本藥削は“土壤を變質することがなく、又效果も卓拔であって、試む 

區の消港には最適のものと云える。唯、藥價が比較的高價であるのが欠点である。

クロールピクリンは、lm2當り3個の割合で深3 20cm位の穴を掘り、之に5〜10ccの藥液を注ぎ覆土する。 

施與後1〜2我?間を經て、播館又は植付を行う。本劑はフォルマリン同様揮散するガス休によって殺菌が行 

われるものである。又、クロールピクリンは、殺菌と同時に殺虫の效果があり、根切虫の防除を兼ねて實 

行する事が出來る。但し、苗木を損傷する、りが大きな欠点であり、必ず播旋又は床皆を行う1〜2週間前に 

施與する事が大切である。 ,

c・苗木の消毒

植付後の病害を防除する爲に、ボルドー液を撒布する。,就驗區の爲に特別にボルドー液を調合する事は 

非常に手敬がかゝるから、事業而で實行の都度、試驗區に對しても撒布する樣に心懸ければその手數はは 

ぶける。濃度は4斗式或いは6斗式に展着劑を加川したのが適當であり、5月より10月迄、月2回程度撒布す 

ることが望ましい。 >

R.虫害の防除⑻(16)

苗畑に於ける害山’よ、コガネムシ科に風する昆虫の幼虫、所,渭、根切虫がその最も主なるものである。 

根切虫の防除に用いる藥削は、主としてクロ ールピクリン或いは二硫化素炭である。クロールビク9ンは 

病吿つ防馀;こ於いて述べた樣に苗木を損傷させる欠点があるから、二硫化炭素の方が安全である。筆者が 

行った試驗,て於いても、値付後二硫化炭素を用いて殺虫したが、苗木の成育には何等の影響はみられなか 

った。用法は;Imユに5〜8個程の深さ5cm位の縱穴を穿ち、これに約10cc位の二硫化炭素を注入して手早く穴 

+,虹さいでゆくのである。1試驗例によれば、地中温度が1〇持平均29.4C16時平均31.7C©ミき100%の死虫 

率があるとされている。

5.肥  料

(肥料の種類⑴(,5)

二亜素試驗に於ける肥料は、何れも化學肥件を使用する。ポット試驗に於いては、土壤の理化學的性質 

の惡變を防ぐため、燐獲は燐酸1石灰(eH4p2o5)2加里は硫酸加里k2so4.を用いる。窒素は硝酸ア 

ンモ二アNH/NOa又は硫酸アンモニア(NHQzSOとを施用するのが普通であるが、場合によっては 

窒素の半"；:を疏酸アンモニアで施し、半Mを尿素co< NHoで施すこともある。又、框試驗、圃場試驗 

では、通常、燐液は過匕’機右灰CaH4(PO.l)2で施すことが慣:習となつている。

尙’塩化加里KCIは肥料試驗には不適當であるから絕對に使用してはならない。最近までの配給加里 

肥料は主として塩化加里であったから、苗畑は於いては相當手持があると思われるので、念の為申し添え 

る〇
n施肥堂⑴⑵⑺gg)

三要素就驗に於いて、試驗の對照となる以外の肥料要素は、作物の成育に過不足のない様に施さねばな 

らない。その用;よは、試驗傾の面加によって異るが一般に試驗區の面秋が小さい程、單位當りの施用景が 

多くなる。第1表は、施用する各肥料要素の並をまとめたものである。數字は、その試:驗陸類の實際に使 

われる而師に施用する量を示し、その數字の左右に()を以て包んだ數字は、實際の施肥最を他の二種 

のH驗種角'jの面枝當りに换算したものである。

(9)



第1表 肥料要素の試驗積類別施用量(g)
ヽ試驗独«i

及ぴ 面秋 
試験 、 肥料

習類、、 要素 ・j—

Wagncrpot

%〇 m2

栃

11112

囤 場

1,000 m2

ポット試驗

各肥料耍素 1 (20) (20kg)

炭酸石灰CaC03 10 (200) (200kg)

框試驗 各肥料耍衆 (0.G) 12 (12kg)

圃場砥殴 各肥料??索 (0.25〜命) (5 〜10) 5 〜10kg

勿2表は、第1表の各肥料要素を、硫安(N：20%)過燐酸石灰(1%〇厲5粉硫酸加里(ら〇:50%)炭・ 

酸石灰(CaO：55%)を以て施肥した場合の、各肥H・の施用峨を、第1表と同樣の方法で表わしたものであ 

る。、 ,

以上の2つの表より、試!^面仙が小さい程’:卩位面禎當り・つ施吧定が多くなることが理解・出來る。然し乍 

ら、これ等の表の數字は一應の標準を示しれものであって、施用すべき肥料の量は、その都度作物の種類

第2表 肥料の試驗種類別施用駐(g)

試驗種類 肥 料 名
W agfterpot 

V2Q m2
椎 

lm2
圃 場 

.1,000 m2

疏 安 N ：20% 5 (100) (100 kg)

ポ ット試脸
過燧駿 P205 ：15% 6.7 (134) (134；kg)

硫 加 KsO : 50% 2 (40) (40 kg)

阮酸石灰 CaO : 55% 10 (200) (200k色)

,": 安 N :20% (3); GO <60 kg)

框 武驗 過燐酸 P208:15% (3.7) 80 • (80 kg)

硫 加 1<3〇 : 50% (1.2) 24 (24 kg)

硫 安 N:20% 1.3-2.5 (25—50) 25~50 kg

圃 場試驗 過燐・ P3O5 :1P% (1・7～3.3) (33~GG； 33〜66 kg

硫 加 K2O : 50% (0.5～1.0) (10—20) 10~20kg

や土壤の性質等によって加減すべmである。

林業用苗畑に於ける施肥の硏究は、堡耕地の施肥の研究に比校して極めて遲れている。從って、成績の 

發表も後々たるものであるが、林業試驗場、塘技官に依れば、林業用苗木の1回床替苗の施肥量の1例は、 

計算の結果第3表の通りである。 •

第3表の生休重量60呼>スギ苗を目標として育ー苗する場合、硫安(N：20%)過燐酸石灰(P2〇6：15%)硫酸 

加里(あ〇:50%)を推用すると實際の施肥量は第4表の通りである。

、第3表 1年生床替苗に對する施肥要素量

樹® (目標生体垂)

•lm2 當

床替本數

施肥耍素!S g/m3

窒素N 燐酸丄>2〇5 加 里1<2〇

ス ギ (60g) 48 24.7 13.3 7.2

ヒノキ (50g) 56 27.6 16.0 3.4

カラマツ (60g) 48 24 2 20.6 1.6

(1〇)

第4表 スギ苗育成施肥址の1例,

樹 超

(目標生体垂)

肥 料 g/m2 肥料耍素量 ?/m2

種 類 施肥量 N "P206 K2O

ス ギ

(6〇の

a 安(N：%%) 121 24.2

過碁物(?2〇5：1〇%) 89 13.3

硫 加 (K2M%) 15 7.2

又、前九大敎授土井藤平氏は、苗畑の施肥如こついての大休の標準を、窒素7〜20g燐酸4〜10c加里4〜 

8g’と示している。方法書に示された各肥料要素及び肥料の、施肥”:の某準は各種文献より勘案して算出さ 

れた數字であるが,文献によってその數荒は極めて區々であって、結論的な數字をあげることは困難であ 

る。唯、方法書の床替本數は第3表の床替本數よりはるかに少なく、又、三要素試驗の特性上、施肥すべき 

肥料は、i?「木の成育を吿さない範圍において、充分に施すことが望ましいことより決定された數字である 

炭酸石灰の施用は、土壤う酸性申和及び植物表分として施弔するものである。即ち、土性の改良の場合に 

は生石灰を使用すべきであるが、之は本試驗の目的に反する。載に本試驗に用いる石灰は、林業・苗畑に於 

いて通常肥料用石灰を撤布耕耘するのと同じ月的で施用するのであって、その址は各苗畑の實情に應じて 

加減されて何等差支えない。

本試驗に用いる肥料は何れも生理的若くは化學的に酸性の肥料であって、これ等の肥料を施す事によつ 

て生ずる土壤の酸性化を除くことも石灰施用によってある程度出來ることである。酸性肥料によって生ず 

る土壤の酸性化の1例を舉げると、硫安反當り1〇貫施した場合その土壤の最初のPHは7.71であったのが、 

加用10日目のPHは6.20となる。又、筆者カヾ行った實驗に於いてもIm?唐り硫安(N:卯％) 37g過燐酸(P 
205：15%) 50g硫酸加里(も〇:53佑)10gを同時に施用した苗畑の土壤のPHは、施用2ヶ月後に於いて 

無肥料區5.5に比し4.7であった。又、豫め炭酸石灰(CQ：56%) 137gを施して後、上やの肥料を用い 

た區はPH 5.4であった。

今、肥料わ種類と、これを中和する石灰員を理論的に算出すれば笫5表の通りである。又、土のPH價を 

1.0だけ高めるに要する石灰の:底を消石灰で表わせば、第6表の通りである。

第5表 肥料の酸性中和に要する石灰母

(1) 肥料用石灰(I CnO 65%ミする。

(2) 實際に施用すべキJよは、これ.よりや、多依を施すべぎである。

(3) 數字は肥料重量を:100ミLた場合の石灰の重舐である。

肥 料 生石灰 肥料用石灰 炭酸石灰

硫 酸 アンモニア 42.5 65.3 75.2

過燐酸石灰(為％) 5.9 • 9.1 10.6

a i■■: 加 里 32.1 57.4 49.5

第6表 土のPH價を1.0だけ高めるに要する消石灰の衆(Inザ深さ10cm)

土 性

腐植の含有依 5 %以下 

(腐植梧含む)

5〜10%

(腐植に富む)

1〇〜20%

(腐植にすこぶる富む)

砂 土 41g 85 g 11〇〜164 g

砂 壊 土 85 130 164—222

壤 土 126 164 222〜277

埴 壤 土 164. 207 277〜332

航 土 ・ 207 250 332〜388

(皿)



艮施肥法⑴②E

本試驗に用いる肥料は、芋肥として】回に施肥するのを原則とする。その理山は、本試験は旣に再々述 
べた’如く、土壤中に含まれる肥料成分を調査するのであって、その天然供給我を調査する目的肥料は崟々 

施肥を行わず、反面、目的以外の肥料は當初より充分に土申に含まれていなければならないから市、ある。 

又、冬肥料要素は、植物に吸收される時期は必ずしも一致しておらず、 且、各肥料斐素の枇物休に對する 

生理的な效果は、植物休に於ける異なった部分に作用するものである。例えば空素は植物生命の根源さ 

云われる原形質の主成分の蛋白を作る上に必要欠くべからざるものであり、何れの部分にも存在するもの 

である。窒素は植物の肥大成長、増收に極めて密接な圖’系があり、空素の適虻は、最大の成長ミ收槌を得 

るものである。燐酸は、相］物休中に於いて、葉綠素の生成、步白の合成、澱粉の合成及び移轉と密接な關 

係がある。燐酸を増施すればある程度まで増收及び成長の促進はするが、窒素、ほどは顯著でない。燐酸は 

植物の成育の初期には根の發達を促し、紐籁を强固にし、病虫害に對する抵抗力を增加し、寒氣に對して 

耐久力を示す效果がある。加里は、植物休中に於ける種々の無機成分中、最も多址である。特に根莖に於 

ける加里の含量は全灰分の約半如:以上に逹するものが多い。

以上の樣な理由により、各肥料要素は苗木の植付以前に全量施肥しておくべきであり、苗木に最も効果 

的に利用される施肥期或いは施肥皐を知るのは、施肥法試•驗或いは適量試驗に於いてなされるべきである。 

然し乍ら吸斗攵力の極めて少い土壤に對しては、基肥及び追肥の2回に分施することも已むを得ないが、此 

の埸合も追肥の時期を失することなく、苗木植付後、成長開始迄に行うこミが望ましいのである。

硫酸アンモニアは固体のま、か液肥として施用するゲ、液肥の方が一;^に撒:布するのに都合が良い。固 

体のま 、で用いるならば、3〜5倍の乾土と良くまぜれば容相を増すから一様に施するのに樂である。液肥 

にする埸合・には所定凡を水に溶解して、地表下15cm位の深さまで充分均等にゆきわたる様に耕耘する。過 

燐酸石灰は、水に溶解し難いから、よく打碎いて細粉として、所定蛍を地表下15cm位の深さまで充分均等 

にゆきわたる様に撒布排耘する。硫酸加里の施肥法は硫酸アンモニアと同樣である。

炭酸石灰は、各肥料を施用する5〜7日前に豫め施用しておかなければならない。又、花木の植付は肥料 

を施用した後5〜7日を經過して行うのが安全である。•

6•養苗管理
L供試苗木(13)㈣

供試樹秘は、試驗施行苗畑の主な養苗樹積とする。又、肥料效果が顯著に現われるのはスギである。こ 

れ埠を勘案して供試樹種を決定する〇

苗木は、標準的なもので、病虫害に侵された形跡なく、根系、地上部共に形態的に均勢のされたものを 

選ぶ。更に之等の苗木は、各苗木、各區を通じて均一性を帶びているこミが必要なこさは、前に述べた所 

である。靑森營林局に於いて調査した1年生苗(播種床苗)の一苗長別の標準を示せば第7表の通りである。 

又、苗木の大きさ(苗長)に對する各部の發冇による品等區分を、第8表及び第9表の如く報吿している。 

尙、樹種はスギのみを轉記Lた。又、T. R率については、第四章に於いて說明する。

第7表" 播種當年生苗の標準樹高

、、、樹種

P5 分、、、
［ギ

アカマツ

クロマツ
カヲマッ 備 歩

大 10cm以上 10cm以上 20cm以上 小苗」、根及び枝葉の釣含いのとれ忙しの 

のみ移植その他に用いろも然らざろ匕のは 

槪n麼苗ミ・なるしのざす。中 8 6 10

小 6 4 6

(12)

咲 !本表は實地调查による測定侦に基いて作成しれものであろ。多少の誤差は生ずるが苗尚に對する!3芷の變 
化は大体K線式で示し得る様-ぐある。スギに於ける例を揭げれば次の通りでめる。

•眺2 品等F-S分
!极 *V=0.4 L—0.8 1級 品・質技も優k•なるもの

\V=0.3 L—0.6 2級 品貿1汲に準す石もの 
品:H•更に劣る床替泌格苗3級 \y=0.25h一〇•7 3級

4級 W=0.2 ,L—0.8 4級 品質最低の床皆適格苗

W•… .......如京 ・ L- ....... 苗高

第9表 山行苗(一回床替二年生)の品等別形態(樹種:スギ)

胜品等区分 1級品質最も優良なるしの 3級品質更にに劣る山行適格苗
2极 品質1极に準するもの 4殺 品質更にな低の山行適搭苗

苗高
cn

品铮跟务 俱15
inn

全!Ril
S
地上垂员 

g
地下童:L 

£
T.R率 枝數 枝剛:

g 備 考

18 •1 5.8 30.0 24.5 5.5 4.5 13 18.0
本表に於ける苗木の品等風2 4.6 25.0 21.1 3.9 5.5 10 15.0

3 3.3 20.0 17.3 2.7 6.5 7 12.0 分は次による
4 8.0 15.0 13.1 1.9 7.0 5 9.0

(イ)根兀直径、を更:M枝數22 1 6.8 47.8 39.1 8.7 4.5 '14' 30.0
2 5.6 38.8 32.8 6.0 5.5 11 24.5 は各段共揭上數値以上でめ
3 4.5 29.8 25.8 4.0 6.5 8 19.5 ち京
4 4.0 22.0 19.2 2.8 7.0 6 14.0

26 1 7.8 66.0 12.0 4.5 16 42.0 (ロ)T.R率は各級共本表揭
2 6.8 53.0 8.2 5.5 13 34.0 上敎値以下である二ミ(從、
3 5.7 40.0 5.3 6.5 10 25.0 って根部童i®は以上Sなる)
4 5.0 29.0 3.6 7.0 7 16.5

：>0 .1 8.8 81.4 69.1 15.3 4.5 17 55.0 (ハ)地上部重狄枝母tは全
2 7.9 67.5 57.1 10.4 5.5 14 43.5 7G景の峪加に伴って以上M
3 6.0 50.6 43.9 6.7 6.5 11 32.5 なるこミ
4 5.0 36.0 31.5 4.5 7.0 8 21.5

34 1 9.8 J03.0 ,84,3 18.7 4.5 19 67.5 (二)品等級以下の苗木は不

3
4

8.8
7.8
6.0

82.0
61.0
43.0

69.4
52.9
37.6

12.6
8.1
5.4

5.5
6.5
7.0

16
13
10

5ふ8
40.0
27.0

適格であるからなろべく使 
用し・ないのを原則ミする

38 1 10.8 121.5 99.4 22.1 4.5 20 80.0
2 9.2 96.5 81.7 14.8 5.5 17 63.8
3 7.6 71.5 62.0 9.5 6.5 14 47,5
4 6.0 50.0 43.7 6.3 7.0 11 30.0

42 1 11.8 140.2 114.7 25.5 4.5 22 92.0
〇 10.2 111.2 94.1 17.1 5.5 19 73.5
3 8.6 82.2 71.2 11.0 6.5 16 55.0
4 7.0 57.0 49.9 7.1 7.0 1

備 考

本表に於けろ苗木 
の品等區別は次に 
よろ

(イ)根元旗徑全豆 
栄枝數は各以共揭 
上數値以上-ぐある

(ロ)T.R率は各級 
共卒表揭上數値以 
下であるニミ(從 
って根部重量は以 
上ミなる)

(ハ)地上部重髭枝 
垂:散は全垂量の增 
加に伴って以上ミ 
なる二ミ

苗高
CI

品等V分
1 (級

全Ig依 地上nw

6 1 1.6 1.1
〇 1.2 0 9
3 0.8 0.6
4 0.4 0.3

8 1 2.4 1.6
〇 1.8 1.2
3 1.3 O.f)
4 0.8 0.6

10 1 3.2 2.1
2 2.4 1.7
3 1.8 1.3
4 1.2 0.9

12 1 4：0 2.7
3.0 2.1

3 2.3 1.7
4

1.6 1.2

14 1 4.8 • 3.2
2 3.6 2.5
3 2.8 2.1
4 2.0 1.5

16 1 5.6 3.7
〇 4.2 3.0
3 3.3 2.4
4 24 1 1.8

T. K率

8

6

10

8 
7

2.0
2.5
2.8
3.0

1.9
1.2
0.9
0.6

2.0
2.3
3.0
3.0

6
5
4
3

3.1
0.7
0.5
0.3

枝 數地下与量
g

0.5
0.3
0.2
0.1
0.8
0.6
0.4
0.2

1.3 
0.9 
0.6 
0.4 
T?

1.1 
0.7 
0.5

7
6 
5 
4

8
7

6
5

3.0 
3.0 
3.0

2.0
2.2 
：：l> 

"2.0
2.4
2.6 
3.0
2.1
2.3
2.8

3.0

第S表 さき付當年苗の品等別形態(樹瓶:スギ)
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II•植付本數㈣

試驗實行上の手數、供試苗木の手入の難易> 立地條件、及び當該苗畑の從來行って來ている床替本數等, 

を考慮に入れて植付本數を決定する。植付本數が多ければ、萬ー被害が發生した場合もその受ける影響は 

比較的少いが、調査には豫想以上の勞力と日時を要する。又、單位面秋當り杭付本數が少なければ、各個 

休の吸收する肥智要素の圾が比較的多くなり、その結果の觀察及び取まミめに當り、その差が明瞭にあら 

われる場合が多いと考えられる。勿論、肥料による效果玄孩期すと2は不司であるが、肥料の効蝶が苗木 

の成育にプラスの影辔を與えるものとして肥料試験を設計したのであるから、上記の事は一應考えられる 

事である。以上の様な理由に依り、植付本數は實際の賊龙に於けるよりは若干少なくして、スギ、アカマ 

ツ、クロマツは、16本若くは25本の正方形植、ヒノキは、20本若くは30本の短形植が適當である。

皿管 理C16)
試驗區の管理は格別の注意をはらい、旱害、病虫吿等による成長の阻害のない樣細心の注意を拂う。植 

付直後に枯損の徵候が現われた場合には速やかに補植し、旦その枯損の原因を調査して適宜の處置を講す 

る。然し乍ら、植付後相當日數を經て、旣’に成長を明始してからの補柩は、その後の成育•期間中に、袖植 

苗木とそうでない供試苗木との間に著しい成長の開きが現われるから、かえって取まとめの際誤差さを大 

きくするおそれがある。この樣な時期の枯損はそのまゝとし、欠苗として放置する。その他、ボルドー液 

の撒布除草等は特に入念に回數を多くし、試驗遂行に悪影響を及ぼさない様に努める。

四、試驗成績の取りWさめ方法

I試驗開始時の調査055

植栽時に各苗木の全重歌、幹長(地上高)を測定する。測定する場所は選ー苗室の中か、或いは試驗區域 

に近く、日蔭で風の當らな杪所でなければならない。苗木は水洗せすしてよく 土塊を拂・い落して測定する。 

重量はg單位以下1位迄幹長はcm迄讀む。植付後,原因不明で枯死する主なる原因は此の間に於ける取あっ 

かいの不手際に依る場合が多い。勿論、正確な測定は苗木を水洗風乾の後測定するのが正しいが、これ 

では苗木は枯死する。供試苗木は植付をして成育せしめなければならないのであるから、以上の方法で測 

定して、根に附着している土壊の重姑は、別に苗木を數十本選んで水洗前と水洗後の币花を測定し1本當 

りの附着している土壤の平均重论を知れば良い。その量が微吊であれば、問題とする程のこともなかろう 

と考える。

第3圖
一 P205 區

苗木番號及植付順序の1例 

—KsOM 一N廣
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各試驗區に植付けする順序び位置は、豫め各試驗區火同一力法によって行う様決定しておき、苗木の番 

號は1々標示しなくても判る樣にしておけば便利である。その1例を示せ域第3圖の如ぐ、北の方向に向っ 

て試彩區を設定したとすれば、各試驗區にはその試驗區の處理の種類及びブロック番號(或いは列の番號) 

等を明記した木の立札を立ててお< 〇1區16本植として、各苗木を植栽する位近は算用數字を書く順序と 

後め決めておけば、測定した苗木の番號を言えば次々に所定の位®に植栽する事が出來、又、試驗實行期 

間巾も一見して苗术の番號は標示せずとも判るわけであろ。

この様な方法によって豫め植付位卷を・決定しておいて、先にのべた基準により供試苗木を選苗して、各 

區蔭にNo.lより追番號を附して測定する。測定を終った苗木は、その番號に從って次々と所定の位置に 

植付けて行けば、選定より植付迄は極めて短時間に終り苗木を損傷する眼は少くてすむ。植付方法はその 

苗畑における一般的な方法によって行う。試驗實行の爲の植付という觀念が頭に入ると、試驗擔當者も使 

用する勞務者もその觀念に捉われすぎて、かえって深植えによる惡影響が生じる事もあるから注意を要す 

る〇

H成育中の調査〇0)

植付後1ヶ月每に苗木の•辞長、根際直徑を測定すれば苗木の成育過程を知り得て、當該苗畑に於ける供 

•試樹朋に關する限り、追肥時期の決定の參考資料になる。,又、虫害、菌害、その他の異狀、氣象の記錄、 

ポルドー液撒布、除草等についてもその都度記錄してお(。

m 試驗終了後の調査<,><10H,,)(1!)GS)G5)

植付後、1成長期間を經過した後全苗木を掘取る。掘取りに際しては、細.根と雖も成る可く切斷しない 

様に特に周到な注意が必要である。掘取った苗木については、第三章、E、に記載した7項目及び必要と 

考える事項について調査を行う。 ・

尙、T/R率について荷干說明をする。

T/R 率又は T.R 率とは、Ratio of top groth to root groth, or Top-Root Ratio の略で、苗木の地 

上部の伺tを地下部の帀量で除したものである。苗木のT/R率は、樹種、苗齡、土性、單位面積:當成立 

本數或いは環境條件等によって相違を生ずるもので,あって、苗木の品質決定E理論的には非常に重要であ 

る。根の發迷が充分であることは活落率を良くする重要な要素であるから、傾向から論ずればT/R率は 

小なる程有利ではあるが• 一方、地上部枝葉が甚だ貧弱であり、根も貧弱である場合もT/R率は小さく 

なるから、T/R率が小なる事だけが苗木としての品質を決定する様な絕對値にはならない。結論として 

極端な形,態の苗木は別として、T/R率が小なれば小な急程、良好な苗木と判定されるし、又、樹碰’苗 

肺別に良質の苗木の具備すべ営條件の一つとしてその限界は地方的に定まるものと思われる。大休、スギ 

アカマッ、クロマツ、カラマツでは、T/R率カヾ、2〜5の範圍のものであれば根の發達も巾分なく、苗木 
の形態としても均整のとれたものと言い得る〇播麻苗と床替苗は多少相:違はあるが大差はない。要するに 

T/R率は林業用苗木の評定上には、更に深い硏究を要するものである。

丑成績の判定

I,調査結果の檢討

DI.に於いて調査した各區の測定値の合計及び1本當りの平均値並に各處理每の合計を.1表にさりま 

とめる。取りまとめ野帳の1例を示せば第1〇表の通りである。この様な1表に調査結果を記入して觀察した 

埸合、同一處理を行つた5つの試驗區の數字に大きな差が生ずることは、試驗實行Z)不備か、若しそうで 

ないとすれば試驗區域設定場所の土壤の變異性によるものと考えられる。又、ラテン方恪法に於ける各列 

各行狂の5つの異った處理の試驗區の數字の和に、非常に大きな差がある場合も同様の事が訂・える。しか 

し乍ら、之は絕對的なものでなく嚴密には近代統計學に墓く理論によって究明せらるべきで、以上は一般 

的な觀念を述べたに過ぎない〇

(功



測定値の比較は、合計値でも行う事は出來るが、試盼期間中に若干の枯損苗木の生じる寧もあり、試驗 

護了後の・供試苗木の本數は各區不同であるから、合計値を本數で除した1本當りの平均値;で比蚊するのが

第10表の1 供試苗木測定野帳の1例

第1〇表の2 供試苗木測定取りまめ野帳の1例

處理別 一N盛 NO.! 測定年月H 年 月

試驗前 ■ 試 驗 終 了 後

伽 考

重®
g
幹長 

cm
本數 全m 

火
幹TS 

g
根1R 

g
T/lt 直徑

mm
游長 

cm
根・長 

cm

1
2
3

4.3
2.5
6.0

10 
.8

12
X

40

55

30

40

10

15

7.0

7.5

25

30

40

60
6月3〇日根切虫

16 

計 

平均

64.0
4.0

160

10
15 750

50
600
40

150
10 1 4.0

105.0
7.0

375

25
600
40

試驗區 布

數

全 % 幹 函C 根
T/R

直徑mm 幹長cm 根 畏 cm
備考

處
理

No. 計 平均 叶 平均 計 平均 的 平均 叶 平均 ut 平均

1 1.074 874 44 200 148 7.4 660 725 36
完 2 1.366 3.114 53 252 180 8.6 767 920 44
全 3 1.690 1.382 60 308 189 8.2 780 1.070 47
K 4 1.654 1.340 61 314 184 8.3 .844 1.006 46

5 1.672 1.333 61 339 193 8.8 762 1.056 48

m 108 7.456 6.043 56 1.413 4.28 894 8.3 3.813 4.777 44
% 100

1 24 919 38 712 30 207 9 141 5.9 613 2() 848 35
2 24 1.246 52 986 41 2G0 11 178 7.4 736 31 1.021 43
3

I

妥當である。三要素試驗の觀念から言えば、重量、長さ、太さ共、無肥料區が最も少なく三要素區が最も 

多く、他の三つの處理區はその間にあって夫々獨自の地位を占めるお考えられる。以下この一般的觀念に 

基いて取まとの方法を述べる。 價;:ほ‘'"‘ぶ卢7" "'
q•一般的な成績の判定

成績の判定の上に資料さするデーターは、主としてその重此の測定値が利用される。今、ある試驗區例 

えば無窒素區の重量が無肥料區の重並:に近かった場合、その土壤は甚だしく窒素に欠乏していることが認 

定される。之に反して、三要素區の重衆‘に近かっれ場合、この土壤は夥しく有效性窒素に富んでいること 

が判る。もし又、無窒素區の車拍:が、無肥料區と三耍素區の中間にあったとすれば、その土壤中には多量 

とは言・えないが相當最の有效性窒素が存在するものと判定されるのである。

無燐酸區と無加里區さの重址についても同様の考え方で成績判定を行えばよい。

大正10年より昭和21年まで地方每に行われて來た農作物の三要素試驗の槪略の成績を示すと第11表の通 

りである。第11表によれば、各作物每に、土壤中の有效性肥料の多い少い(多少)の順序は異っている。 
言いかえれば、土壊の三要素天然供給.代は作物の種類によって異なるものであると言える。即ち、米麥類 

はK2O>P2O5>N甘潴はN>PO5>K2O林檎はP2O5>K2O>Nであり、全く異なつた様相を呈 

している。

苗木に關め5三要素試驗は、從來余り行われて來なかった。近年、林業試驗場塘技官が行った苗木の三

(16)

要素試驗の結果’、、第12表の通りである。この試怜は努三章1に記載した方法書に槪ね準據して行われた 
ものである。これによると苗木に對する三•要素の天然供給赧は、庇〇>?2〇ら敏 の順序で、米麥類と同 

様の傾向を示Iゝ空素の耍求度が高く、窒素が苗木の肥大成長の制限因子(Limitiug Factor)となつて 

いることガV岡る。

第11表 農作物三要素試驗成績

1 陸 稻 水 稻 小 麥 II・ 聽 林 擒

三 要 索 匿 100 100 100 100 100

. 無 窒 索 (一 N)貼 46 , 75 4G 93 4：；

無 燐 酸(-FaOs； K 06 97 69 84 72

無 加 里(-1<2〇) F5 90 93 73 63 65

無 肥 料 !"'： 30 70 33 67

鈴 鹿 住 吉

三 耍 索 區 100 100

無 室 索 K 40 83

無 瓣 酸 區 91 80

無 加 里 區 85 98

無 肥 料 區 40 53

筆者が昭和25年、大阪營林局鈴鹿苗畑及び危山替林署住吉苗畑に於いて行つ代三•要素試驗わ成績は第13 
表J9通りであって、前祀弟技官の實驗結果と多少異なつた成紐を示している。即ち、鈴鹿に於いては、三 

要素の天然供給址は1、〇5>电〇>ド住吉に於いてはK2O>N>P2O5の結果となっている。この結果 

より觀察すれば、鈴鹿に於いては苗木の肥大成長に關する限り燐駿は必要なく、窒素は絕對的に必要であ 

り,住吉に於いては、三要素共相當抵含まれて居り特に加里の天然供給址は充分にあると言えるわけであ

る。 I
V施肥泉の決定⑴3>

施肥也を嚴密に訂-うならば當然樹匝、苗齢は勿論の事であるが、土性、氣象條件、使用肥料の種類、天 

然供給宛、其のタト施肥肥料の品質、施用の時期等極めて複雑な因子に支配される相關性を伴うのである。 

從って施肥用处の計算も的確に行う事は困難であるが、事業を實際に實行する上に役立つ程度の正確さを 

以って計算する事は出來るのである。施肥址の計算法には、標準法と簡便法とがある。

1.標や法
標準法による混算・が形も正確なものであるが、その計算は次の順序に從って行う〇

a・先づ三要爲式駿の結果より各試驗區に於ける苗木を化學分析し、その成紐に塞いて、單位面祈借り 

の肥料三度来の天然供給見をり出する。例えば、無窒素匿の帯木を化學分析して衍た苗木中の空素なは天 

然に供給されたものである。

(17)



b・標準苗木の重量を決定し、之に單位面秋當りの標準苗木の植付本數を乘じて、單位面積より生産し 

ようとする苗木の重量を矣定する。

C・標準苗木を分析してその中の三要素•址を知り、これに目的項・量を乘じて、目的重弗申に於ける三要 

素吸收最を算出する。 .•

d.三要素吸收量より天然供給田:を減じて、施與すべき三要素量を知る。

e・この三要素はを施與せんとする肥料の利用率にて除し100を乘ずれば施用せんとする肥料要素の犯 

が判る。

• f・この肥料要素の呈を、施用せんとする肥料の成分蛍にて除し100を乘ずれば、その肥料の實際の施用 

筮を知る事が出來る。

以上は標準法に於ける計算順序を示したものであるが、之を一括表示すれば、次式の如くなる。

枷時TA 100 y100 夕••三要素吸收最 B・••三要素天然供給址
施肥C・•・肥料の利用率 D...肥料の成分並

標準法は最も正確な方法であるが、苗木の化學分析を行わねばならぬので、事業面に於いて困雜を伴う 

であろう。

吸收率とは一名利用率とも稱し、施用した肥料成分が苗木によって攝取利用される割合を言う。摂事試 

驗に於ける吸收率は作物の種類によって異なり一定していないが、大休硫安50%過燐酸石灰15%硫酸加里 

50%として計算して差支えない。施肥要素並の計算の一例を舉げれば第14表の通りである。

第14表の1 施肥最計算の1例(堵技官に依る)

第14表の2 .施肥最計算の1例(塘技官に依る)

樹 種

(目標隹体重)

lm2^ 
床替 
本數

室 索

N

游 酸

P20b

加 里

K2O

苗木の吸收:T& (A) ス ギ (60g) 48 15.1 3.0 7.6
ヒノキ (50g) 56 16.8 3.4 5.7

g/m2 カラマツ (60g) 48 15.1 4.1 4.8

土壌の天然供給I1(B) 3.0 1.0 4.0

(A)-(B) ス ギ 12.1 2.0 3.6
ヒノ キ 13 8 2.4 1.7

g/m2 カラマツ 12.1 3.1 0.8

肥料の吸收率 50% 16% 50%

施肥耍索景 ス ギ 24.2 13.3 7.2
ヒノ キ 27.6 16.0 3.4

g/m 2 カラマツ 24.2 20.6 1.6

2.簡便法

樹 種 街
替
數 

r

本
施 肥 例Im2賞

耍 索 ® g/m2 1

く目標生体重) N P206 K2O

スギ (60g) 48 -

堆 肥1875g

,N0.6% P2O0 0.4% 1<20\
\ 0.8%含むものさする)

硫 安 65g

過薜酸石灰 32g

11.3

12.9

7.5

5.8

15.0

計 24.2 13.3 15.0

節’更法は、大まかな方針を握るために手早く計算し得る利益があるから、事業面には應用される面が多 

いと思う。

苗畑に於いて簡便法に依って施肥量を決定する場合は次の樣な時である。即ち、三要素試驗に依って得 

た結果を判定して、當該苗畑に於ける三要素q天然供給員の間に著しい差が認められた場合前記した筆者 
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の行った鈴鹿苗畑の如き結果が出た時に、その苗木の成育に最も感響を與えるものは窒素であり、燐酸及 

び加里は少:S施肥すればよいと考えられる時、窒素について三耍素適"t試驗を行い、その結果より簡便法 

によって施肥址を決定する場合である。三要素試驗の結果が住吉苗畑の如く,三要素共相営並土壤中に含 

まれている場合は、敢えて施肥而:の算出を行う必要はなく、完全區との肉眼的比較によって施肥員を決定 

すれば良い。三要素共著しく天然供給虽が少ない場合、三要素共その施肥信の決定の爲、先づ三要素適蛍 

試驗を行う必要がある。適苑試驗の目的は第二章に於いて記述した如く、施用すペき肥料要素の琅適最を 

知る事である。夺試驗の實行方法は、記述すれば非常に多岐にわたり、本書の主旨に添わないので、試驗 

の設討試験方法歩に關しては、何れ機倉を得て記述する事にするG
簡便法の計算順序は次の通りである。

a・先づ三要素適量試驗を行い、その成績に基いて、三要素の單位面積當りの所要蛍を決定する。

b.その所要成分量を使用すべき肥料の利用率にて除し、100を乘じて施用すべき肥料の要素量を算出 

する。

C.此の耍素虽を使用すべき肥料・の成分含有虽にて除し、100を乘じてその施用すべき肥料の蛍を算出

する。 •

3.施肥・量决定上の諸問題

以上述べた如く理淪的な施肥並の決定は計算に依って算出し得るが、實際わ事業面に於いては、之を直 

に應用するには幾多つ諸・問題に相遇するであろう。施肥に關する多くの文献を見ても、三耍素の成分量・ 

配合比辱に極めて大きい差を見出すのである。然し乍ら三要素試驗の成績は、その圃場の地力に關する限 

リ、公平にその判定を下して居るのであって、基礎資料としては極めて貴重なものである事は言うまでも 

ないのである〇

亚試驗結果の信賴性の檢定について⑼(,0) g(1野
股業に於ける囤場弑澈に於いては、初期に於ける試驗の設汁にはその得られた成績を統計的に處理する 

ことについて、何等の考慮も拂はれて居なかつた。多くの農業試驗硏究家の考え方は、圃場試驗の成績は 

•統計的處理の行えるものでないという考えであった。その內容の陲めて多彩な圃場試驗に於いて、羸局2 
群間の算術平均を比胶する場合が試驗の實施目的の主要な部分を占めていたのである。即ち、例を擧げて 

說明すれば、1つの品種のぎ產カを比餃する埸合、］枚の圃場を折半し、1方にA、他方にB品種を入れて］ 

區制を採用した所、その收蛍は八がBよりも多かったとする。このような場合、現在迄の多くの硏究者は 

Aの方が多收性であると簡単に帽定を下してしまうが、この結論の信賴性はどうであろうか。この結論が 

普遍性である為には兩部分は唯品陸つ点について異なるだけであって,他の條件即ち地力の髙低、區割の 

大小、圃埸周邊分地物の影担、栽哉管理の適否、病虫害等多方面に苴って全く齊一な狀態にあったミの保 

證が必要である。若、し之れ等を無視して結果を比較した場合、偶然に品種間の本來の相違を示しているこ 

ともあり得るが、元來の‘凹:關係にあるか又は問題とする程の差がないのに地力の高低が品種・〇特性の如 

き姿を以って表われること"る。品種につりて述べたもの,と同樣の事は肥料に關する試驗に於いても當 

然起り得ることであって,ての結果は決して信賴すべきものではないのである。近代統計學による小標本 

理論の發達は英國の&人フ:ワシャ～博士及びその協力者によって、過去30年間に新しい圃埸試驗の基 

礎を作り上げた。圃場試玲に關して發見された分散分析法が小標本理論に適する］つの統計方法として發 

達した。その發達の主なる特徴は、試驗成也が統計學的分析に耐え得るように、豫め試驗設計を立てる事 

にあった。これ等の股計法の中で簡單ーなものが、亂塊法及びラテン方格法である。試驗が適正に設計され 

るさ、成績を分析する方法が自から定まつてしまい、その就驗の信賴性も判明する事になるのである。此 

の様な近代統計學的な成績の取りまとめ方法に關しては、その內容が極めて複椎である爲、限られた嬴 

で說明するがは不可能であるので、市販されている各称:の統計學の圖書について勉强される事をお獎め、す 

る。
尙.三要素,汰:匏,こ閨する取まとめ及び信粗性の檢定介方法に關しては、筆者の行った紙;險について取ま
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とめ中であるので、將來何等カ、の方法で發表する豫定である。

一般的な統計學の参考圖ぷは文献の末尾に記載しておいたから參照されたい。

K 娃 冬 叫
王し、ボロ h冊

以上、三要素試驗について述べ匚・のであるが、試圾の實行方面にのみ捉はれて、實際面を軽視した点も 

ある樣に考えるが、試験の本質上已むを得ない事である。三要素試驗は、あくまで基礎試驗であって、個 

々の苗畑の肥料の問題に關し解決しなければならない幾多の事項は更に我々の努力によって究明して行か 

なくてはならない。

健全な苗木を育成する事を一つの目標に於いた場合、先づ標準となる苗木の形熊を究明しなければなら 

ない。病虫害に關しては論ずる迄もなく、此等に侵されていてはならない事は當然であるが、他の股作物 

と異なり苗木は苗木そのものが!!攵穫物であり、成長址と共に形質、耐早性、耐寒性、耐病性等についても 

考慮しなければならない所に施肥技術の困難性がうる。播粗击は床替すべきものであり、床替苗は山出し 

すべきものである。山地施栽をした苗木は將來成林して森林を構成する事を目的としている。この樣な觀 

点より施把を考える時、勿論おる程変わ成長を期待しなくてはならないが、同時に但の耍求も滿した苗木 

を造る事が必要となる。成長を促進せしめるには窒素肥料で多な:に施出ばよいが、苗木を徒長せしめて軟 

弱な諸害に對する抵抗力の弱い苗木を作る。燐酸は耐寒性、耐病性を增し、加里は-苗木の成長にはあまり 

影響はないが、細胞液の濃度を高め耐寒性、耐病性を壇す。この樣に苗木は成長量と共にその形質を重要 

視しなければならない所に苗木の施肥皮術の特異性がある。

苗畑罪業に關旅する林業皮術皆が、本占を參考として三耍素試驗を實行し、その理論的結果と体驗と槻 

察の集冃臣兩苦より施肥に關する技術を硏究され、その改客向上の爲つ糸口を開かれれば、筆皆の望外の 

喜びさする所である。最後に本書を記述するに當り、終冶卸指藻を賜はった林聚試驗場造林都琥技官・こ厚 

く御證申し上げる。
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附 錄

木試験に使用する肥料について、試驗實行上參考となる事項を取まとめて附記する。

Ammonium Sulphate
稱硫 安 SO3 (硫酸) 60.6〇%

式(NI0)2 SO* N：SO3 1:2.86
量 132.06 NH3：(NH3)SO4 1:3.90

N (窒素) 21.21%
硫酸アンモ二アは、アンモニアミ硫酸とを化合させて製造した肥料である。色合は裂造法によって、灰 

色、暗灰色、灰褐色等检々あるが、時には靑色、紫色、綠色等を帶びるものもある。この色合は、窒素舍 

有宜には殆んど關芯がない。硫酸アンモニアの窒素含有量は、理論上は21.21%であるが•工業品では20.7 
5〜21.08勿、平均2〇•97%である。土壤Z)硫駿アンモニアよりの窒素の吸收は、土壤つ種類により異なる 

が、1〜2日を經れば何れの土壊に於いても完了する。又、吸收される窒素量は、一般に表層程多量であっ 
下層に下るにつれて少:此になるのであるが、吸收力の弱い土壊では相當下験滲透する。尙、施肥の 

場過燐酸石灰、硫酸加里とは配合してもよいが、石灰とは配合してはならない。

9 渦燐酸石灰 Calcium superphosphate. Superphosphate of lime.
主成分(含有物) CaH4 (PO4) 2日2°
分于並 252.12
P2On 57.92%
CaO 22.24%
Ca〇 ; PoOn 1:2.60
主成分(無水物) CttH4 (PO-1)2

燐酸1石灰
Monocoalcium Phosphate

分子:* 234.12
PaOc (燐酸) 60.67%
cq (酸化石灰) 24.34勿
CQ P203 1:2.49

1.硫酸ア‘ンモニア 

畧

化學

分子
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過燐酸石灰は燐酸1石灰を主成;卜とする燐酸肥料である。乾燥したものは灰色で不良品は遂離燐酸又は 

遊酸硫酸を含むから、濕氣が多く酸性が强い。過燐酸石灰は種々の成分の混合している肥料であって、そ 

の中最も多址に存する成分は、燐酸1石灰CaH4 (PO5)2と・、硫酸石灰CaSO.]2H2Oとである。膈酸 

1石灰は203.*©水に溶解するが、その他のものは水に溶僻しない。燐酸1石灰中の燐酸を水溶性燐液 Wat 
er Soluble Phosphoric acidミ稱する。この水溶性燐酸は、植物の根から容易に吸收利用されるから水溶 

性燐駿なが多い過燐酸石灰ほど肥效が大きいわけである口燐酸2石灰の量は、普通過燐酸石灰中には極く 

少址であって、0.5〜1.0%內外のものであるが、これは水に溶解せすして、クエン酸アンモニアi容液によ 

く溶解する性質をもっているから.燐裝2石灰中の燐豎を拘溶性燐酸Citrate Soluble Phosphoric acidと 

稱している。この約溶性燐峻は、炭賤を含む水または・値物わ根が分泌する酸性液には容易に濬解するから 

植物の生育には右效に夜立つものである“よってこの二種:類わ有效燐駿、Available phosphoric a(_idと呼 

びその最低量を可溶性燐酸、Soluble Phosphoric acidと名づけて保澄するがになっている。現在我が國に 

於いて製造販技されている過燐酸石灰は次の3種である〇

名 稱 可溶性燐酸含鱼(勿)’

普通過燐潑 13〜19
臨時過燐験 1〇〜12.5
特殊過燐酸 6〜9.5

以上の中、最も普通に販直されているのは普通過燐駿であって、盛・〇〜16.5%程度のものが最も多い。 

過燐酸石灰の土壤への吸收は植土が砂土よりも大きい。過燐顼石灰が土壤によって吸收される速さは1日 

たてば大半の吸收が終り、2日問には殆んど全部が吸收されるものである。この樣に水溶性燐酸は、土壤に 

施した場合隅々まで分布し、且その分布は一様である。土壤に吸收された燐我は、再び根酸、徹生物及び 

酸性肥料の作用によって溶解性燐酸となり、植物に吸收利用されるのである。

過燐験石灰は、硫段アンモ=ア、硫酸加里と配合してよいが、石灰とは配合してはならない。

3.硫酸加里 Potassium Sulphate. Sulphate of Potash.
分子式 K2SO.i
分子並: 174.26
KoO (加里) 54.09 %
SO& (硫酸) 45.91 %
SO3：K2b 1:L18

硫・加里は灰白色の結晶であるが、灰、褐、灰黑などを足することもある。硫胶加里は純度により肥#斗 

用と工業用に判けられる。我が國に於いて普通使用されている硫酸加里は48～50%の加里(K2〇)を含 

有している。硫酸加里を砂土、壤瓦砂土、砂質壤土に多妆の水と共に施した埸合、何れの場合にも加里は 

5cm以下の層には到達しない。そして更に下層に滲透するのは極めて多並の加里が施された場合に限る〇 

故に硫酸加里を施す場合には少くとも大多數の植物根が芟延する深さにまですきこむ事が絕對に必要であ 

る。
硫酸加里は硫酸アンモニア、過燐酸石灰と配合して差支へなく、石灰とは施用の直前配合し・て差支へな 

い〇

• 4.石灰 Lime
肥料り用に供する石灰の化學的形怨の主なるものは次の三種である。

a.生石灰 Cuick lime •
Cnlcium oxide (酸化カルシウム)

分子式C»O
分子量56.08

生石灰は石灰肥料のうちで、石灰の含有並が最:も多く、全虽がそのま、有效に作用するのであるから肥

(22)

お[・として無駄のないものである〇生石灰の代りに、消石灰又は炭酸石,灰を使用する場合には、次の係數を 

乘ずれば、容易に換算することが出來る。

消石灰=生石灰xL54
炭酸石灰=生石灰Xi"

b.消石灰 Slaked lime
CJcium Bydroxide (水酸化カルシウム)

分于式G(OH)2
分子衆68.09
石酸GO 80.02%

消石灰は生石灰についで多朮の石灰を含冇する肥料であって、且、その反應カは中庸温和である。普通 

の肥料用石灰というのは、この水酸化カルシウムが主な成分であるが、實際には多少の生石灰や炭酸石灰 

の外に、マグネシウムの水酸化物等が含まれている。

消石灰のうち特摆品と呼ば也てい己.ものは、水駿化カルシウム70%以上舍有する最優等品である。

消石灰は土壤酸性の中和及び植物養分としで施用するのに適する〇

消石灰の代りに、生石灰又は炭酸石久を使用する場合には次の係數を乘ずれば容易に換算することが出 

來る。
生石灰=消石灰x°'65
炭酸石灰=消酸石灰X L16

〇・炭酸石灰Cftlcium carbonate (炭酸カルシウム)

分子式CftC°3

分锤ゆ〇9
石灰 CQ 56.03%

炭酸石灰は石灰粉末のセ成分であって、その反應力は生石灰や消石灰にくらべて甚だ弱いから,土壤酸 

,叩の中和というよりも、土壤塩依?袖給用又は土壤有機物の分解促進用として適するのである。

炭酸石灰の代りに、 用石灰乂は消石"を使用する場合には炭酸石灰の歌に次の係數を乘すれば算出する 

ことが出來る。生石灰"炭酸石灰X0S6

消石灰=炭酸石灰x°86

(23)
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